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概要(ABSTRACT)

磁場計算用のプログラムPANDIRAを使用してDn用Q-Magnet
を構成する16個の永久磁石の形状を変化きせてビーム軸近傍での磁場勾
配の変化を調べた。
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DTL用Q-Ma g.は1 6個の磁石を組み合わせて形造られる。現在最終的な磁石
の組立方法は決定してはいないo     1つの方法は磁石片を１個ずつ治具でつかみ、この治
具をガイドに沿わせて移動きせ磁石を組み上げる事である。このためには磁石片に治具
のつかみ代が必要になる。つかみ代をつける事は磁石の幅が減少即ち磁場勾配が低下す
ることを意味する。そこで磁石の幅を減らしていった場合に４重極磁場の勾配がどの程
度変化するかPANDI RAで計算してみた。磁石の材質はNE0MAX3 0を想定し
ている。
図-１は計算に使用した磁石の座標値を示す。そして図-２はその座標値を基に得ら
れた磁場分布を示す。1/８の部分のみ計算している。中心から磁石内側まで7 mm、
外側まで2 4mm  (つまり磁石の半径方向の長き１ ７mm)でありこの値は固定してい
る。図から分かる様に隣接する磁石と接するテーパー状の面の長ざを変化きせている。
テーパー部が減るにつけ磁石の幅も減る。当然磁場勾配も減る。現在我々の手元にある
のは図-2-    bの形である。
図-３に中心近傍での磁場勾配(T e s r a/m)と外周から測ったテーパー部の終
わる位置までの距離の関係を示す◎図-４は磁場勾配を磁石の断面積の関数でプロット
したものである。
3Me V入射の際必要な磁場勾配は1 ８ ４ T/mなので1 0%程度現在の形状は余裕
がある。従って磁石のつかみ代寸法を図-２のbと(cの中間の外側から7mm
位にすれば磁場勾配３％減ですみ、これは許容範囲である。最低５％の余裕は磁場勾配
に残したい。
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